
第 22号
令和4年1月

農業委員会だより

せいろう

　新潟県で開発された梨「新王（しんおう）」、「新美月（しんみづき）」などを町の農家グループ
「SEIRO FRUIT VILLAGE（せいろうフルーツビレッジ）」で共同栽培しています。ジョイント
仕立て栽培という手法を用いることにより、早期成園化、省力栽培が期待できます。
　また、暴風、ひょう害対策、病害虫防除も兼ねた多目的防災網を設置することによりリス
クに備えています。
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聖
籠
町
農
業
委
員
会
会
長

�

　

駒
澤
　
一
男

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
米
価

の
下
落
と
８
月
上
旬
の
台
風
と
高
温
に
よ
る
作
況

の
低
下
で
、
基
幹
作
物
で
あ
る
稲
作
が
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
様
な
状
況
の
中
、

一
番
心
配
さ
れ
る
の
が
離
農
者
の
増
加
で
す
。

　

農
業
は
た
だ
作
物
を
生
産
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
食
料
自
給
率
の
向
上
や
国
土
保
全
、
景
観
の

維
持
、
自
然
環
境
の
保
全
な
ど
多
面
的
な
機
能
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
離
農
者
の
増
加
で
現
場
で

の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
心
配
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
条
件
の
悪
い
農
地
の
遊
休
化
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

我
々
農
業
委
員
会
と
し
て
も
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
話
し
合
い
や
認
定
農
業
者
と
の
意
見
交
換
な

ど
を
通
し
て
農
家
の
意
見
を
集
約
し
、
行
政
に
対

し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
な
ど
現
場
で
の
活
動
を

一
層
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農業委員　主な役割：①農地法に基づく許認可　②地域農業振興の推進　③農業者の公的代表組織
農地利用最適化推進委員　主な役割：①担い手への農地利用の集積・集約化　②遊休農地の発生防止・解消　③新規参入の促進

地 区

四ッ屋
道賀新田
上大谷内
真野、丸潟
桃山、山倉

中の橋
本諏訪山
山諏訪山
本大夫
山大夫
本三賀

山三賀
二本松
外畑、正庵
別條、八幡

蓮野
杉谷内
甚兵衛橋

藤寄
大夫興野

苔沼
聖中ケ丘
蓮潟
蓮潟新田

網代浜 亀塚
次第浜

担当農業
委員

（℡）

神田 　勝
27-4566

栗原 一成
27-5259

駒澤 一男
27-4650

新保 昇英
27-2083

新保 要一
27-4475

新保 　勇
27-4138

加藤百合子
27-8512

八幡 　裕
27-4083

曽根 善治
27-4708

宮下 吉勝
27-1159

担当農地利
用最適化推
進委員（℡）

宮野 公之
27-4467

岩渕 せん
27-4324

新保 昭治
27-4072

曽根 健一
27-4848

齋藤 直樹
27-7587

髙崎 信暁
32-5478

第
24
期
農
業
委
員
会
活
動

地区担当の委員が
農地、農業等に関するご相談に応じます

�

令
和
3
年
１
月
～
令
和
3
年
12
月

1
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会

2
月
17
日　

認
定
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会

2
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会

3
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会
・
委
員
合
同
会
議

4
月
26
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会
・
委
員
合
同
会
議

5
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会

6
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会
・
委
員
合
同
会
議

7
月
26
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会

8
月
2
日　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

8
月
18
日　

市
町
村
農
業
委
員
会
代
表
者
研
修
会

�

（
新
潟
市
中
央
区
）

8
月
20
日
～
9
月
1
日　

全
農
地
利
用
状
況
調
査

8
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会
・
委
員
合
同
会
議
・

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会

9
月
27
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会
・
委
員
合
同
会
議

10
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会
・
委
員
合
同
会
議

11
月
5
日　

意
見
書
提
出
（
町
長
・
議
長
）

11
月
22
日　

新
潟
県
農
業
委
員
会
大
会
（
新
潟
市
中
央
区
）

11
月
25
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会

12
月
7
日　

新
潟
県
女
性
農
業
委
員
等
研
修
会

�

（
新
潟
市
中
央
区
）

12
月
24
日　

農
業
委
員
会
部
会
・
総
会
・
委
員
合
同
会
議

農
業
委
員
会
の
主
な
動
き

（任期：令和4年3月31日まで）
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新

規

就

農

者

紹

介

�

花
山
　
康
誠

�

二
本
松

　

物
心
つ
く
前
か
ら
今
は
亡
き
祖
父
の

膝
の
上
に
乗
せ
て
も
ら
い
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
に
乗
り
、
小
学

校
四
年
生
か
ら
は
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
乗
り
、
そ
こ
か
ら
ぶ
ど
う
や
桜

桃
の
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
高
校
卒
業

後
は
県
の
農
業
大
学
校
へ
行
き
農
業
の

基
礎
を
学
び
、
昨
年
の
３
月
に
卒
業

し
、
現
在
は
両
親
と
と
も
に
家
業
で
あ

る
果
樹
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　

私
は
他
の
新
規
就
農
者
の
方
と
は
違

い
社
会
経
験
や
知
識
も
少
な
く
、
何
を

す
る
に
も
不
安
や
疑
問
が
先
行
し
て
し

ま
い
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
満
足
な
結
果
に

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
二
本
松
の
若
い
世
代
の
先

輩
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

父
の
背
中
を
見
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
ま
だ
農
業
を
始
め
て
一

年
も
経
っ
て
い
な
い
の
に
理
想
ば
か
り

が
先
行
し
て
し
ま
い
、
抱
え
て
い
る
問

題
や
今
後
の
課
題
が
押
し
寄
せ
て
き
て

い
て
、
時
間
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り

な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
す
が
、
目
の

前
の
問
題
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
、
来
年

は
今
年
よ
り
も
っ
と
良
い
ぶ
ど
う
を
作

り
、
聖
籠
町
に
来
る
人
を
笑
顔
に
で
き

る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
年
齢
、
性
別
問
わ
ず
た

く
さ
ん
の
方
々
が
気
軽
に
来
れ
る
よ
う

な
直
販
所
を
作
り
、
若
い
世
代
か
ら
年

配
の
世
代
ま
で
広
い
年
齢
層
で
愛
さ
れ

る
高
品
質
な
ぶ
ど
う
を
作
り
、
も
っ
と

も
っ
と
聖
籠
町
の
ぶ
ど
う
を
全
国
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

�

大
谷
　
誠

�

二
本
松

　

会
社
に
勤
め
な
が
ら
農
繁
期
に
な
る

と
父
の
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
年
々
続
け
て
少
し
ず
つ
で
き
る
こ

と
が
増
え
て
い
く
と
、
も
っ
と
良
い
作

物
を
作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
父
を

は
じ
め
と
す
る
先
輩
の
方
々
か
ら
技
術

や
色
々
な
こ
と
を
学
び
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
、
就
農
を
決
意
し
ま
し

た
。

　

私
は
幼
少
の
頃
よ
り
聖
籠
町
の
農
業

と
観
光
果
樹
園
を
営
む
家
族
と
周
り
の

農
家
の
方
々
を
見
て
育
っ
て
き
ま
し

た
。
毎
年
、
さ
く
ら
ん
ぼ
と
ぶ
ど
う
の

収
穫
期
に
な
る
と
、
新
潟
県
内
各
地
や

県
外
か
ら
聖
籠
町
に
美
味
し
い
作
物
を

求
め
た
お
客
様
が
集
ま
り
賑
わ
う
街
の

姿
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
見
て
き
ま
し

た
。
歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
そ
の
街
の

姿
の
魅
力
と
素
晴
ら
し
さ
と
可
能
性
に

改
め
て
気
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
街
の
姿
を
続
け
て
い
け
る

よ
う
に
、
ま
た
更
に
盛
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
微
力
な
が
ら
も
力
に
な
っ
て
い

き
た
い
所
存
で
す
。

　

大
変
な
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

来
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
、「
美
味

し
い
」
や
「
あ
り
が
と
う
」
と
喜
ん
で

帰
っ
て
も
ら
え
た
時
の
嬉
し
さ
と
や
り

が
い
は
他
に
変
え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
感
じ
ら

れ
る
聖
籠
町
と
祖
父
の
代
か
ら
続
い
て

い
る
果
樹
農
地
が
あ
る
環
境
に
ま
ず
は

感
謝
を
し
て
、
よ
り
良
い
品
質
に
、
よ

り
美
味
し
い
作
物
に
し
て
い
く
こ
と
が

継
承
農
家
の
担
う
役
割
の
一
つ
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
知
識
も
経
験
も
浅
い
、
鈍

い
光
を
放
つ
一
年
生
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
姿
勢
を

大
切
に
し
、
温
故
知
新
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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11月5日に
農業委員会が意見書を町長と町議会に提出しました。

意　見　書  （概 要）

１  持続可能な農業へ向けて
　本町においても、認定農業者など担い手と言われる農業者が高齢化により減少し、更に、農業収入
はコロナウイルス感染拡大長期化の影響等で米価等は下落し、多大な被害を被っている状況にありま
す。
　担い手である農業者が、安定した農業経営を持続させるには、農地利用の最適化の推進はもちろん
のこと、基盤整備、農業用施設整備や組織育成、園芸作物等を取入れた複合営農の促進、収入保険制
度の啓発など総合的な農業支援策が重要と考えます。今後も関係機関・団体と連携を図りながら、持
続可能な農業の確立に向けた支援策を講じられるようお願いします。

２  担い手への農地の集積・集約化について
　農産物の生産コストを下げ増収を図るためには、耕作の事業に供される農地を効率的に耕作できる
集積・集約化が必要です。そのため、農地中間管理事業の活用、人・農地プランの実践に向けた地域
での取組みや基盤整備事業の活用などにより、担い手への集積・集約がより一層図られるよう支援を
お願いします。

３  耕作放棄地の発生防止・解消について
　高齢化による労働力不足や所有者不明に伴う農地の管理不全など様々な要因による耕作放棄地が増
加しています。耕作放棄地には、解消が難しい荒廃農地も多くあり、農業委員及び農地利用最適化推
進委員による農地所有者等への指導のみでは、解消に限界があります。そのため、基盤整備事業の推
進や遊休農地対策事業補助金の拡充など具体的な施策を講じ、耕作放棄地の発生防止・解消に支援い
ただくようお願いします。

４  農業委員会の体制について
　農業委員会は、農地利用の最適化に取り組んでおります。人・農地プランの実践では、町当局等と
連携し業務を遂行しなければなりません。また、町内７地区で話合いが進められている基盤整備事業
は、農地中間管理事業と高い関連があり、その推進は、農業委員会に多大な事務負担を生じさせてい
るところです。つきましては、増加する農業委員会業務に対応するために、農業委員及び事務局職員
の配置を引続き講じられるようお願いします。

※　意見書全文は農業委員会事務局で閲覧できます。
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聖籠町賃借料情報は下記のとおりです。

　令和 3 年 1 月から令和 3 年 12 月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10ａ当
たり）は、以下のとおりとなっております。
１．田（水稲）の部　 ※

締結（公告）された地域 平均額（円） 最高額（円） 最低額（円） 筆数 使用貸借（筆数）

30a～100a区画のほ場整備完了地 21,700 31,000 14,000� 85� 10�

ほ場整備完了地除く全域 20,900 31,000 10,000 1,059� 64�

ビニール水田 19,300 22,000 14,000 34� 0�

（参考）聖籠町平均 20,900 ― ― ― ―

２．畑の部
区　　　分 平均額（円） 最高額（円） 最低額（円） 筆数 使用貸借（筆数）

普通畑 町内全域（普通作物） 8,200 21,000 500 13 81

特殊畑 町内全域（果樹等） 24,600 30,000 21,000 7 14

※�使用貸借とは無償の貸借です。（ただし、維持管理費等の負担を除く）

○農業者年金の加入には、
　「国民年金第１号被保険者であること」
　「年間 60日以上農業に従事していること」
　「60才未満であること※」
　の３つの要件を満たしている必要があります。
※令和４年５月から 60 歳以上 65 歳未満で国民年金に任意加入して

いる方も農業者年金に加入できるようになります。

農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金
「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

知って得する！農業者年金

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！

加入で大きな節税効果！
保険料は全額社会保険料控除の対象

一定の要件を満たす方には、
月額最大１万円の保険料補助

https://www.nounen.go.jp
ご相談は農業委員会、又はJAへ！

詳しくは… 農業者年金基金 検索

終身年金
で

安心！
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農
業
収
入
の
減
少
を
補
て
ん

　

収
入
保
険
は
、
品
目
に
と
ら
わ
れ

ず
、
農
業
者
が
保
険
期
間
に
自
ら
生
産

し
た
農
産
物
の
販
売
収
入
全
体
を
対
象

に
、
収
量
減
少
や
価
格
低
下
な
ど
、
経

営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少

を
補
て
ん
し
ま
す
。

青
色
申
告
し
て
い
る
農
業
者
が
対
象

　

青
色
申
告
し
て
い
る
農
業
者
（
現
金

主
義
を
除
く
）
が
、
収
入
保
険
に
加
入

で
き
ま
す
。

収
入
減
少
の
様
々
な
リ
ス
ク

　

自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
や
価
格

低
下
な
ど
、
様
々
な
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。

　

例
■
災
害
で
作
付
け
不
能
と
な
る

■
け
が
や
病
気
で
収
穫
で
き
な
い

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響

で
売
り
上
げ
が
減
っ
た
…
な
ど

収
入
保
険
と
類
似
制
度
の
選
択

　

収
入
保
険
と
農
業
共
済
、
ナ
ラ
シ
対

策
、
野
菜
価
格
安
定
制
度
と
の
重
複
加

入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

収
入
保
険
新
規
加
入
す
る
場
合
、
加

入
し
て
い
る
類
似
制
度
は
契
約
解
除
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
期
間

開
始
し
た
後
で
類
似
制
度
に
加
入
し
た

場
合
、
収
入
保
険
が
契
約
解
除
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
野
菜
価
格
安
定
制
度
は
、

収
入
保
険
新
規
加
入
後
、
２
年
間
は
同

時
利
用
が
可
能
で
す
。

収
入
保
険
と
ナ
ラ
シ
対
策
の
制
度

農業を経営する皆様へ
収入減少を補てんします

「収入保険」
（農業経営収入保険）

予期せぬ事故災害に備え加入しましょう

― ＮＯＳＡＩ新潟下越支所 ―

収入保険の仕組み
（補償が最も大きい補償限度 90％、支払率 90％の場合）

Ａ基準収入 … 過去の収入実績、保険期間の見込収入、規模拡大等
　　　　　　　を考慮して算定します。
Ｂ補償限度 … 保険期間の収入が補償限度を下回ると補てんされま
　　　　　　　す。基準収入から補償限度までは補てんされない自
　　　　　　　己責任部分です。
Ｃ保険限度 … 収入が保険限度を下回ったら、保険方式で補てんさ
　　　　　　　れます。
Ｄ支払率 …… 補償限度を下回った金額に支払率を掛けて支払補て
　　　　　　　ん金を計算します。
Ｅ積立方式 … 国が 75％、加入者が25％を負担し積立てる方式で、
　　　　　　　積立金は掛捨てではありません。
Ｆ保険方式 … 保険料は国が 50％、加入者が 50％、掛捨てです。

Ｄ支払率 90％ 100％

Ａ基準収入

　
収
入
減
少
　
→

自己責任部分

Ｅ積立方式 ← 

補
て
ん
範
囲 

→

90％
Ｂ補償限度

Ｆ保険方式

80％
Ｃ保険限度

保険期間収入

収入保険 ナラシ対策

加入者　　 ・青色申告農業者（現金主義での青色申
告者は除く）

・認定農業者

補償対象及
び農産物　

・全ての農産物の収入 ・米（主食用、備蓄用）、麦、大豆の収入

対象期間　 ・１年間（税務申告と同じ期間） ・対象農産物の生産年

補てん　　

・保険期間（事業年度）の販売等収入が
補償限度を下回った場合、下回った金
額に支払率をかけて算定します。

・米、麦、大豆の当年産の収入が標準的
収入金額を下回った場合、差額の９割
を補てんします。

・出荷・販売した実績（生産実績数量）
に基づき補てん金支払います。
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収
入
保
険
の
保
険
料
等
（
例
）

　

保
険
料
等
の
例
は
、
基
準
収
入
１
千

万
円
、
補
償
限
度
90
％
、
支
払
率
90
％

の
、
最
も
多
く
の
加
入
者
が
選
択
し
て

い
る
基
本
な
補
償
割
合
で
す
。

※
収
入
保
険
の
説
明
を
ご
希
望
の
方

は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
新
潟
下
越
支
所

収
入
保
険
課

電
話
０
２
５
４
‐
３
３
‐
３
９
０
２

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
て

◆　補 助 内 容　◆
対　象　者 対　象　経　費 補　助　金　額

①遊休農地を新規に取得又は
賃借して耕作する者

②地区協議会（農家組合単位
で組織し、遊休農地所有者
を含む３戸以上を構成員と
する協議会）

遊休農地を解消、再生利用する活動
に要する経費
（障害物撤去、抜根、草刈、耕うん
等による環境整備）
※土地改良に要する経費は除く

補助対象経費の３分の２と
する。
（１回限り）

上記②の地区協議会

上記で整備した遊休農地の保全管理
に要する経費
（景観作物作付け活動又は耕うん、
草刈等による保全管理）

補助対象経費の３分の２と
する。
（１年に１回まで、２年の活
用を上限とする。１回分限
度額２万円 /10a以内）

※補助額は予算の範囲内での交付となります

◎ 詳しいお問い合わせは産業観光課・農業委員会（☎ 27-2111）へお問合わせください。

農作業事故の防止に心がけましょう

農業機械による公道への汚れ防止に心がけましょう

堆肥による迷惑臭の防止に心がけましょう

遊休農地の再生利用を応援します！
遊休農地対策事業補助金

基準収入 １，０００万円

補償限度
９０％
（内訳）積立方式　１０％ ( 積立幅 )
　　　　保険方式　８０％ ( 保険限度 )

支 払 率 支払率　：支払率　９０％

保険料等

保険料等：３３. ５万円
（内訳）積立金　２２. ５万円（加入者積立分）
　　　　保険料　　８. ８万円（掛け捨て）
　　　　事務費　　２. ２万円（付加保険料）

�

農
地
部
長　

曽
根
　
善
治

　

私
た
ち
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
は
、
毎
年
合
同
で
遊
休
農

地
、
違
反
転
用
な
ど
の
把
握
、
発
生
防

止
の
た
め
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
か
ら
遊
休
農
地
の
判
断

基
準
が
変
わ
っ
た
た
め
、
目
合
わ
せ
も

兼
ね
て
8
月
2
日
に
実
施
し
、
そ
の

後
、
8
月
下
旬
か
ら
地
区
担
当
委
員
と

事
務
局
で
各
地
域
の
一
筆
ご
と
の
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
月
の
定

例
会
議
時
に
各
委
員
が
農
地
状
況
の
報

告
も
し
て
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
と
判
断
さ
れ
た
農
地
に
つ

い
て
は
所
有
者
に
現
況
の
写
真
と
位
置

図
を
含
め
た
利
用
意
向
調
査
書
を
送
付

し
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遊
休
農

地
を
解
消
し
再
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、

町
の
遊
休
農
地
対
策
事
業
補
助
金
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
町
の
産
業
観

光
課
・
農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
農
地
は
荒
れ
て
か
ら
で
は
元
に
戻

す
こ
と
が
大
変
で
す
。
周
り
に
も
迷
惑

が
か
か
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
日
ご
ろ
の
管
理
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢・・✢
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私
た
ち
の
地
区
は
、
大
夫
興
野
・
藤

寄
地
区
で
受
益
面
積
が
約
40�

ha
弱
の
地

区
で
す
。
水
田
の
中
に
畑
が
約
４
ha
あ

り
、
作
業
効
率
が
悪
い
上
、
近
年
、
農

家
戸
数
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、
農

地
維
持
に
不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
、
農
地
を
守
る
為
に

大
夫
興
野
・
藤
寄
・
浦
山
の
多
面
的
機

能
支
払
制
度
の
構
成
員
で
ほ
場
整
備
の

勉
強
会
を
始
め
ま
し
た
。
平
成
30
年
2

月
に
15
名
で
、
大
夫
興
野
藤
寄
地
区
ほ

場
整
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
役
員
及

び
地
元
地
権
者
、
関
係
者
、
町
、
土
地

改
良
区
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ほ
場
整

備
の
実
現
に
向
け
活
動
し
て
き
ま
し

た
。

　

事
業
採
択
さ
れ
る
要
件
と
し
て
収
益

性
の
向
上
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、

そ
れ
に
加
え
て
約
２
割
の
園
芸
作
物
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
令
和
３
年
度
に
役
員
及
び
関
係
者

の
協
力
の
も
と
、
農
地
中
間
管
理
機
構

の
活
用
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
農
地
が
集
団
化
さ
れ
、
効
率
的
に

作
業
が
進
む
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ほ
場

整
備
に
向
け
、
今
後
も
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆ 

編
集・発
行　
聖
籠
町
農
業
委
員
会　
〒
９
５
７
‐
０
１
９
２　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
聖
籠
町
大
字
諏
訪
山
１
６
３
５
番
地
４　
☎
（
０
２
５
４
）
２
７
‐
２
１
１
１　
（
印
刷　
天
野
印
刷
）

あ がと き
　今回は少し変わった形で思いのままに書いてみたいと思います。コロナの三文字はどれだけ目
にしたでしょうか。早く収まって通常の生活に戻り経済が良くなってほしいと願うばかりです。
　私は普段、気に入った本があると買うのですが、仕事と酒が邪魔をして溜まってしまって中々
読む時間がありません。
　そんな私の一番のお気に入りは「10歳若返る！簡単に頭を鍛える法」（高島徹治著　三笠書房）
です。朝の30分がこれからの人生を左右するなど色々書いてあり、読むと一日が変わります。
　最も興味深かったのは「もの忘れ」というのは、人間に与えられた素晴らしい能力ということ
です。（本を読んだ意味がない・・・笑）皆さんも健康でいつまでも自立した生活ができるよう、
ご自身で心身を維持して健康寿命を延ばし、楽しく働いてほしいものです。
　農業の後継者が少ない中での不安、これからの経営を成功させるポイント、その後継者が未来
を変えて農業ができるような対策を応援していくとともに、町内のほ場整備の早期完了を望み次
世代に繋げてもらいたいと思います。 広報委員　 神田  勝

農地転用とは農地に住宅を建てたり、資材置場にするなど、
農地を農地以外の目的で使用することです。
違反転用者には懲役・罰金が科せられる可能性があります。
農地転用の際は必ず農業委員会へ事前相談をしてください。

自分の農地でも農地転用に
許可がいること、ご存知ですか？

全国農業新聞
　農業委員会のネットワークが
発行する農業専門紙です。
★週刊金曜日発行　月700円
★申込：農業委員会事務局又は
　　　　農業委員・推進委員
★連絡先：２７－１９６４

ほ
場
整
備
の
実
現
に
向
け
て

大
夫
興
野
藤
寄
地
区
ほ
場
整
備
委
員
会
　
　
新
保
　
昭
治


